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はじめに  

近年の高齢化の進展を背景に、本市では高齢者福祉施設からの救急要請件数

が増加しており、高齢者福祉施設利用者（以下「利用者」という。）の発病や、

転倒、誤飲など不慮の事故に起因した救急事案が多く発生しています。また、利

用者の生命に危険が迫っているにも関わらず、応急手当が行われていないケー

スも見受けられます。  

そこで、施設内で緊急事態が起こった場合に、真に救急車が必要とされる傷病

者のもとに１秒でも早く駆けつけるため、速やかな１１９番通報、迅速な応急手

当の実施が、傷病者の救命・予後改善に繋がる重要な鍵となります。 

また、危険箇所の改善を進め、施設内での事故を未然に防止するとともに、普

段から健康相談のできる「かかりつけ医」を持つことや、何かの時に相談や受診

が可能な「協力病院」を持つことなど、もしもの事態に至る前に対応できる体制

作りが重要となります。  

このガイドブックは、高齢者福祉施設における事故防止と緊急時対応を支援

し、利用者に緊急事態が起こった場合に、速やかに１１９番通報を行い、迅速な

応急手当と救急隊との連携が円滑に進むよう、作成したものです。安全に対する

意識を高めていただき、利用者が安心して過ごせる施設を目指してください。  
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１ 緊急時対応フローチャート 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

■ 緊急事態の発生を職員に知らせ、発生場

所にできるだけ多くの職員を集める。 

■ 集まった職員で役割を分担する。 

① １１９番通報する人 

② 応急手当（心肺蘇生）する人 

③ ＡＥＤを取りに行く人 

④ 救急隊を誘導する人 

■ 協力病院がある場合は、連絡する。 

■ 予め搬送医療機関が確保されている場

合は、救急隊へ情報提供する。 

① 住所または施設名 

② 「いつ、だれが、どこで、どうした」か 

③ 傷病者の今の状態（呼吸をしていない） 

④ 実施している応急手当 

（胸骨圧迫、ＡＥＤ） 

⑤ 通報者氏名を伝える。 

■ 速やかに応急手当（胸骨圧迫、ＡＥＤ）を実施する。 

（到着した救急隊に交代するまで継続してください） 

緊急事態発生 

１１９番通報 

応急手当 

救急隊の誘導 

■ 傷病者のところに誘導する。 

■ 何が起こったのか説明する。 

■ 救急隊へ情報提供シートを提出する。 

救急隊による 

救 命 処 置 

施設職員の同乗 

■ 搬送先病院への申し送りが必要となる。 

■ 傷病者の状況がわかる方が同乗する。 

■ 看護、介護記録等を持参する。 
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２ 救急要請【１１９番通報】 

尊い命を救うためには、施設職員による「１１９番通報」、「応急手当」、救急

隊による「救命処置」、医師等による「医療処置」が途切れることなく、いずれ

も迅速に行われる必要があります。  

緊急事態は、いつ起きるか分かりません。特に、休日・夜間は施設職員が少な

くなります。いざというときに慌てないために、各職員がどのように行動すれば

よいのかを施設内で検討し、事前に対応マニュアルなどを作成しておいてくだ

さい。  

（１）緊急を要する症状  

急に意識がなくなったり、急に状態が悪くなった時など、緊急を要する症 

状が現れている場合は、迷わずに救急車を要請してください。（次頁参照）  

（２）救急要請時の対応  

救急要請時には、次のことに留意してください。  

   ア 応急手当（心肺蘇生）の実施  

呼吸・反応がない場合は、速やかに心肺蘇生（胸骨圧迫及び人工呼吸） 

を実施し、ＡＥＤがあれば直ちに使用してください。 

※ コロナ禍においては、室内の窓を開け換気し、傷病者の口元をタオ

ルや布で覆い胸骨圧迫のみ開始し、到着した救急隊（消防隊）が「交

代します」の声かけをするまで継続してください。  

   イ 救急隊（消防隊）の誘導と施錠解除  

救急隊（消防隊）が到着したら誘導と開錠をお願いします。玄関など入 

り口を開錠していただくとともに、救急隊員（消防隊員）を傷病者の居場 

所まで誘導してください。  

   ウ 情報提供  

「救急情報提供シート」を利用者ごとに事前に作成しておき、緊急事態 

発生時に必要項目を追記し、到着した救急隊（消防隊）に渡してください。  

   エ その他  

医療機関への搬送に際しては、発生時の状況が分かる方が救急車に同 

   乗してください。 （その場で同乗できない場合も、できるだけ早急に、 

必ず搬送先医療機関への来院をお願いします。）  
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３ 救急要請の基本的な考え方 

（１）こんな時には、１１９番！ 

   事故や急病で、緊急に病院へ搬送しなければならない場合・・・・ 

   『次の症状が出たら、ためらうことなく１１９番通報を』 

＜図１＞ 
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（２）救急車の適正利用 

高齢社会の進展に伴い、救急車の要請件数は、年々増加傾向にあります。 

   緊急に医療機関へ搬送する必要がない場合は、タクシーや施設の車両を 

  利用してください。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ＤＮＡＲ 

（Ｄo Ｎot Ａttempt Ｒersuscitation 蘇生を試みないで） 

 救急隊が現場に到着した際、傷病者が心肺停止状態でありながらも、ご家 

族や施設関係者から「心肺蘇生を行わず、病院まで搬送してほしい」また、 

「ご家族から心肺蘇生を行わないよう言われている」などの要望を受ける 

ことがあります。 

 しかし、救急隊は、救急要請があった時点から救命に全力を尽くす義務が 

あり、心肺蘇生（胸骨圧迫及び人工呼吸）、静脈路確保や薬剤投与、気管挿 

管など、懸命な救命処置を行い病院へ搬送することになります。 

 救急現場でのＤＮＡＲへの理解を深め、問題点を少しでも減らせるよう、 

消防本部・消防署では、これからＤＮＡＲについて、施設関係者と情報を共 

有しながら、対応等を考えていきたいと思っております。 

ご不明な点などありましたら、消防本部警防課または、お近くの消防署ま 

でご相談ください。 

 

（相談窓口）：消防本部    警防課      0897-56-5119 

東消防署    救急救助係    0897-55-0119 

       西消防署    救急救助係    0898-68-0119 
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４ 施設内での事故防止、日頃からできる対策 

（１）転倒、転落防止等（事故の予防） 

普段生活している慣れた場所でも事故は、発生します。家庭や施設内の小 

さな段差でつまずき転倒し、高齢者の場合、単なる転倒でも骨折を伴って重 

症化することがあります。 

   しかし、施設内で対策を講じることにより、これらの事故を未然に防ぐこ 

  とができます。利用者の安全のため施設内を点検し、危険箇所を発見し改善 

することで転倒や転落等の事故防止に努めてください。 

＜図２＞ 
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（２）かかりつけ医、協力病院との連絡体制の構築 

かかりつけ医や協力病院との連携を密にし、健康管理面だけでなく、容態 

  が変化したときには、すぐに相談や受診できる体制を整えてください。利用 

  者が高齢であることを認識し、定期的な診察により体調の変化を把握し、症 

  状が表れたときは、早めに医療機関を受診させる体制を構築してください。 

   また、症状が悪化する前に受診することや、夜間・休日で施設職員が少な 

  い状況の前に対応できるようお願いします。 

（３）救急情報提供シートの活用 

   利用者ごとに、『救急情報提供シート』に事前に記入しておき、到着した 

救急隊に渡してください。救急隊や医療機関が必要とする情報が集約され 

ていますので、非常に役立つものとなります。 

また、利用者の既往症や服用薬は、日々変わることがありますので、定期 

的に更新をしてください。 

（４）応急手当の習得 

傷病者の救命には、施設職員の方の速やかな応急手当が必要不可欠です。 

そのためには、現場に居合わせる施設職員の応急手当の技量が重要とな 

  ります。応急手当を身に着け、利用者が安心して利用できる、安全・安心な 

  施設を目指してください。 

 

 ≪応急手当の種類≫ 

〇一般の救急講習・・・・１時間程度    

〇普通救命講習Ⅰ・・・・３時間 

  （ＷＥＢ講習あり）  ２時間 

 〇普通救命講習Ⅱ・・・・４時間  

（ＷＥＢ講習あり）  ３時間       

 

 

   

 

 

 

※ 応急手当のお申込みは、お近くの

消防署まで（救急救助係） 

東消防署 0897-55-0119 

西消防署 0898-68-0119 

https://www.fdma.go.jp/relocation/kyukyukikaku/oukyu/
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５ 受診が必要か判断に迷ったら 

  「緊急度判定プロトコルⅤer.３救急受診ガイド」及び「全国版救急受信ア

プリＱ助（きゅーすけ）」は、急な病気やけがをして「病院を受診した方がい

いか？」「救急車を呼んだ方がいいか？」と困ったときに、ご自身の判断の一

助になることを目的に、総務省消防庁が作成しています。 

 医療機関を受診した方がいいかどうか？、救急車を呼んだ方がいいか？など、

判断に迷ったときにご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務省消防庁「Q助」 

 

 

 QR コード→ 

総務省消防庁 

緊急度判定ﾌﾟﾛﾄｺﾙ Ver.3 

    救急受診ガイド 

 

 

 QR コード→ 
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